旅の風景「安野光雅」　ヨーロッパ周遊旅行
東郷青児記念　損保ジャパン日本興亜美術館　2015.07.07〜08.23
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　「安野光雅」（1926〜）は、画家・絵本作家・装丁家として幅広く創作活動を続けており、知的で独創性のあふれる多彩な作品群は、今日でも子どもから大人に至るまで幅広い年齢層を魅了し続けている。
本展は、画伯が1963年に初めてヨーロッパを周遊して以来、各国を旅しながら心に留まった風景を描いた作品を、故郷の「安野光雅美術館」（島根県津和野町）の所蔵品から、“ヨーロッパの風景”に焦点を当てた「水彩原画約100点」を厳選して公開している。
展示作品は、旅先のスケッチに基づく旅情豊かな風景、絵本のための風景などで、鉛筆の柔らかな線に淡い水彩で仕上げられて、静かなムードの旅情が描かれている。
　画伯の作品の特徴は、原色や派手な色をほとんど使わない淡い色調の水彩画で、細部まで書き込まれながらも落ち着いた雰囲気の絵画を描くことである。
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＜主な展示作品＞
ゴンドラの唄（イタリア/ベネツィア）水彩・鉛筆/「歌の風景」より　　 　（上左）
パレルモ/水彩、鉛筆「イタリアの陽ざし」より　　　　　　　　　　　　　（下左）
南フランスの田舎　アレー　水彩、鉛筆/「ヨーロッパの街から村へ」より  （下右）　　　
